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2024年度 第3四半期
決算説明会

2025年2⽉6⽇

当資料に掲載されている情報のうち歴史的事実以外のものは、発表時点で⼊⼿可能な情
報に基づく当社の経営陣の判断による将来の業績に関する⾒通しであり、当社としてその実
現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績は、経済動向、為替レート、市場需
要、税制や諸制度等に関するさまざまなリスクや不確実要素により⼤きく異なる結果となる
可能性があることをご承知おきください。

執⾏役員財務担当 中島 聡
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 P&S事業において本体・消耗品ともに堅調に推移したことや、
P&H事業が⽶州中⼼に好調に推移したことに、為替のプラス影響も加わり、増収となる

 売上収益 2, 315億円/+8.6％（前年同期⽐）

業績ハイライト
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2024年度 第3四半期（10⽉-12⽉）実績
主にP&S事業における売上増や為替のプラス影響により、増収増益

2024年度 通期業績予想
売上収益は、為替のプラス影響などにより上⽅修正するものの、
利益は、前回予想を据え置く。
事業セグメント別の内訳は、売上収益・利益ともに変更

 事業セグメント利益 262億円/+25.1％ (前年同期⽐)

 販管費・販促費が増加したものの、主にP&S・P&H事業において販売が堅調に推移した
ことや、P&S事業における価格対応の効果などにより、増益となる

2024年度 第3四半期決算
主にP&S事業の売上増や為替のプラス影響により、増収増益となりました。

売上収益
前年同期⽐ 8.6％増の 2,315億円 となりました。
P&S事業において本体・消耗品ともに堅調に推移したことや、
P&H事業が⽶州中⼼に好調に推移したことに、為替のプラス影響も加わり、増収となりました。

事業セグメント利益
前年同期⽐ 25.1％増の 262億円 となりました。
販管費・販促費が増加したものの、主にP&S・P&H事業において販売が堅調に推移したことや、
P&S事業における価格対応の効果などにより、増益となりました。

2024年度 通期業績予想
売上収益は、為替のプラス影響などを反映し、上⽅修正するものの、利益は、前回予想を据え置きます。
事業セグメント別の内訳は、売上収益・利益ともに変更いたします。
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2024年度 第3四半期（10⽉-12⽉）業績
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2024年度第3四半期 連結業績概要

主にP&S事業の売上増や為替のプラス影響により、増収増益となる

増減率
（）は為替影響

除く増減率

増減
（）は為替影響

除く増減
24Q323Q3

8.6%184
2,3152,131売上収益

(7.7%)(164)
25.1%52262209事業セグメント利益 (21.4%)(45)

11.3%9.8%事業セグメント利益率

▲11▲ 64その他の収益・費⽤

19.6%42255214営業利益
11.0%10.0%営業利益率

19.4%43266223税引前利益
親会社の所有者に帰属する

25.7%45223177当期利益
4.32151.32147.00USD
3.75162.57158.82EUR

単位︓億円

2024年度 第3四半期の売上収益は、主にP&S事業の売上増や為替のプラス影響により、
前年同期⽐ 184億円増の 2,315 億円となりました。

事業セグメント利益は、52 億円増の 262 億円、
営業利益は、42 億円増の 255 億円、
親会社当期利益は、45 億円増の 223 億円 となりました。
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2024年度第3四半期 事業セグメント別実績
単位︓億円

※「その他」にセグメント間取引消去額を含みます

営業利益事業セグメント利益売上収益

増減24Q323Q3増減24Q323Q3増減24Q323Q3
45214170522161641161,4621,346P&S

▲336▲70719206187マシナリー
68207725291266ドミノ

▲224▲224▲35053ニッセイ
12291710281834175141P&H

▲156▲156▲797104N&C
▲15▲6904403434その他

42255214522622091842,3152,131合計

事業セグメントごとの業績⼀覧です。
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2024年度第3四半期 売上収益の増減要因

※増減額は為替影響を除いた実質ベース

111

16
16 32

20

ドミノ

▲4

ニッセイ P&H N&C 為替
影響額

0

その他

2,131

24年度Q323年度Q3 P&S

▲7

マシナリー

2,315

P&S事業において本体・消耗品ともに堅調に推移したことや、
P&H事業が⽶州中⼼に好調に推移したことに、為替のプラス影響も加わり、増収となる

P&S :+5
ドミノ :+10

USD  :+14
EUR :+11
GBP :+11
その他 :▲17
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単位︓億円

2024年度 第3四半期の売上収益の増減要因です。

・P&S
通信・プリンティング機器、ラベリングともに、本体・消耗品の販売が堅調に推移し、増収となりました。

・マシナリー
⼯業⽤ミシンは前年同期並みとなったものの、産業機器が市況の緩やかな回復を受け、増収となりました。

・ドミノ
製品本体は前年同期並みに推移した⼀⽅、消耗品が堅調に推移し、増収となりました。

・ニッセイ
設備投資需要の低迷により、減速機・⻭⾞ともに減収となりました。

・P&H
主に中級機の販売が好調に推移したことや、⾼級機における新製品投⼊効果により、増収となりました。

・N&C
カラオケ機器の販売が低調に推移したことなどにより、減収となりました。

これらに、為替が円安に推移したことによるプラス影響 20 億円が加わり、
全社では 184億円増となる 2,315 億円 となりました。
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8

84
31 4

販促費

▲1

物流コスト 販売価格 部材コスト

▲57

販管費等23年度Q3 為替影響 売上増減

▲16

209 262

24年度Q3

7

2024年度第3四半期 事業セグメント利益の増減要因

販管費・販促費が増加したものの、主にP&S・P&H事業において
販売が堅調に推移したことや、P&S事業における価格対応の効果などにより、増益となる

単位︓億円

P&S :+6

P&S :+54 
P&H :+16

P&S :+31

P&S :▲32
マシナリー:▲12

P&S :▲12

P&S :+5

事業セグメント利益の主な増減要因です。

・売上増減
主にP&S事業とP&H事業における売上増などが寄与しました。

・販促費
主にP&S事業において、製品本体の販売が増加したことにともない、増加しました。

・販売価格
主にP&S事業において、消耗品の価格対応の効果がありました。

・販管費
主にP&S事業・マシナリー事業において、⼈件費を中⼼に増加しました。

これらにより、事業セグメント利益は、前年同期⽐ 52 億円増の 262億円となりました。
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2024年度 第3四半期累計（4-12⽉）業績
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2024年度Q3累計 連結業績概要

主にP&S事業の売上増や為替のプラス影響により、増収増益となる

増減率
（）は為替影響

除く増減率

増減
（）は為替影響

除く増減
24年度
Q3累計

23年度
Q3累計

7.5%460
6,5886,128売上収益

(3.8%)(234)
12.2%75691616事業セグメント利益
(0.8%)(5)

10.5%10.1%事業セグメント利益率

▲45▲51▲5その他の収益・費⽤

4.9%30641611営業利益
9.7%10.0%営業利益率

7.6%48681633税引前利益
親会社の所有者に帰属する

8.1%38504466当期利益
10.11152.87142.76USD
9.72164.91155.19EUR

単位︓億円

2024年度 第3四半期累計期間の売上収益は、
主にP&S事業の売上増や為替のプラス影響により、前年同期⽐ 460 億円増の 6,588 億円となりました。

事業セグメント利益は、 75 億円増の 691 億円
営業利益は、 30 億円増の 641 億円
親会社当期利益は、 38 億円増の 504 億円 となりました。
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2024年度Q3累計 事業セグメント別実績
単位︓億円

※「その他」にセグメント間取引消去額を含みます

営業利益事業セグメント利益売上収益

増減24年度
Q3累計

23年度
Q3累計増減24年度

Q3累計
23年度
Q3累計増減24年度

Q3累計
23年度
Q3累計

57547490675665002914,1253,834P&S
▲141326▲13132547625579マシナリー
▲33538▲4414578883804ドミノ
▲549▲639▲9149159ニッセイ
32451332451453430377P&H

▲11617▲115166291285N&C
▲36▲1817087▲58489その他

30641611756916164606,5886,128合計

事業セグメントごとの業績⼀覧です。
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2024年度Q3累計 売上収益の増減要因

※増減額は為替影響を除いた実質ベース

157

25 23 40
6 226

マシナリー ドミノ

▲12

ニッセイ P&H N&C 為替
影響額

▲5

6,128

6,588

24年度
累計

23年度
累計

P&S その他

主に、P&S事業において消耗品が堅調に推移したことに加え、
為替のプラス影響もあり、増収となる

P&S  :+134
マシナリー:+22
ドミノ :+55
P&H :+13

USD :+102
EUR :+78
GBP :+59
その他 :▲13
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単位︓億円

2024年度 第3四半期累計期間の売上収益の増減要因です。

・P&S
通信・プリンティング機器、ラベリングともに、本体・消耗品の販売が堅調に推移し、増収となりました。

・マシナリー
産業機器・⼯業⽤ミシンともに販売が堅調に推移し、増収となりました。

・ドミノ
製品本体の販売は減少したものの、消耗品が堅調に推移し、増収となりました。

・ニッセイ
設備投資需要の低迷により、減速機・⻭⾞ともに減収となりました。

・P&H
中級機を中⼼に販売が堅調に推移し、増収となりました。

・N&C
カラオケ機器の販売などが堅調に推移し、増収となりました。

これらに、為替が円安に推移したことによるプラス影響 226 億円が加わり、
全社では 460 億円増の 6,588 億円 となりました。
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71

44
38

84

15

売上増減

▲26

販促費 物流コスト 販売価格 部材コスト

▲150

616 691

24年度
累計

23年度
累計

為替影響 販管費

12

2024年度Q3累計 事業セグメント利益の増減要因

販管費が⼤きく増加したものの、P&S事業における消耗品の価格対応の効果や
物流コストの減少、P&H事業の売上増に、為替のプラス影響も加わり、増益となる

P&S   :+55

P&H :＋38

P&S :▲22

P&S :+80

P&S :+15

P&S   :▲99
マシナリー:▲26
ドミノ :▲13海上運賃 :+38（費⽤減）

航空運賃 :+1 （費⽤減）

P&S    :+39

単位︓億円

12

事業セグメント利益の増減要因です。主な要素についてコメントします。

・為替影響
主にP&S事業で為替のプラス影響がありました。

・売上増減
主にP&H事業における売上増が貢献しました。

・販促費
主にP&S事業において製品本体の販売が増加したことにともない、増加しました。

・物流コスト
主にP&S事業において、海上運賃の⾼騰が落ち着いたことなどにより、減少しました。

・販売価格
主にP&S事業において、消耗品の価格対応の効果がありました。

・販管費
主にP&S・マシナリー・ドミノ事業において、⼈件費を中⼼に増加しました。

これらにより、事業セグメント利益は、前年同期⽐ 75 億円増の 691 億円となりました。
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2024年度 通期業績予想
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2024年度通期 連結業績予想

•予想部分の為替レート︓１USD＝145円、１EUR＝155円

単位︓億円

増減率
（）は為替影響

除く増減率

増減
（）は為替影響

除く増減

23年度
実績

増減率
（）は為替影響

除く増減率

増減
（）は為替影響

除く増減
24年度
今回予想

24年度
前回予想

6.3%521
8,229

1.2%100
8,7508,650売上収益

(4.0%)(326)(▲0.7%)(▲60)
5.8%44

756
0.0%0

800800事業セグメント利益
(▲2.3%)(▲17)(▲1.9%)(▲15)

9.2%9.1%9.2%事業セグメント利益率

218▲2580▲40▲40その他の収益・費⽤

52.6%2624980.0%0760760営業利益
6.1%8.7%8.8%営業利益率

52.3%2755250.0%0800800税引前利益
親会社の所有者に帰属する

80.1%2543160.0%0570570当期利益
7.66144.405.23152.06146.83USD
6.58156.802.41163.38160.97EUR

売上収益は、為替のプラス影響などにより上⽅修正するものの、利益は、前回予想を据え置く。
事業セグメント別の内訳は、売上収益・利益ともに変更

通期の業績予想についてです。

売上収益は、主にマシナリー事業を引き下げるものの、為替のプラス影響などを反映し、
2024年11⽉８⽇に公表した前回予想から 100億円増の 8,750億円 に上⽅修正します。

各段階利益は、全社では前回予想から変更ありませんが、事業セグメント別の内訳は変更しています。

なお、業績予想の前提となる予想部分の為替レートは、ユーロは1EUR＝155円から変更ありませんが、
ドルは１USD＝140円から145円へ変更しました。
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2024年度通期 事業セグメント別予想

※「その他」にセグメント間取引消去額を含みます

単位︓億円

営業利益事業セグメント利益売上収益

増減今回予想前回予想増減今回予想前回予想増減今回予想前回予想

32645613226526301205,4465,326P&S
▲201232▲211334▲40860900マシナリー

0414104747141,1741,160ドミノ
▲336▲336▲7202209ニッセイ

157561575611571560P&H
0212102020▲1388388N&C

▲10▲18▲81863111108その他
076076008008001008,7508,650合計

事業セグメントごとの業績予想の⼀覧です。
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2024年度通期 売上収益/事業セグメント利益の増減

15

160

3

8,650前回予想

P&S

▲50

▲1N&C

P&H

為替影響額

その他

8,750

▲4

ニッセイ

ドミノ

▲8

▲15

マシナリー

今回予想

17

15

1

前回予想

P&S

▲26マシナリー

▲2ドミノ

▲3

その他

800今回予想

為替影響額

N&C 0

P&H ▲1

ニッセイ

800

売上収益の増減 事業セグメント利益の増減

※増減額は為替影響を除いた実質ベース

単位︓億円

2024年度の売上収益・事業セグメント利益の前回予想からの主な修正要因です。

・P&S
第3四半期における消耗品の上振れ分を⼀部反映し、売上・利益ともに上⽅修正。

・マシナリー
産業機器・⼯業⽤ミシンともに、第3四半期における下振れ分の反映と第4四半期の⾒通しを引き下げ、
売上・利益を下⽅修正。

これらに、為替のプラス影響を織り込み、
全社では、売上収益は上⽅修正、事業セグメント利益は前回予想を据え置きます。
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財務の状況

棚卸資産推移

※棚卸資産回転⽉数＝棚卸資産÷（１ヶ⽉平均売上原価）

棚卸資産(億円) 棚卸資産回転⽉数(⽉)

2,228 2,221 2,338 2,319 
2,116 2,080 2,248 2,193 2,344 

4.9 5.4
6.2 6.1

5.2 5.2 5.7 5.6 5.4

22年12⽉末 23年3⽉末 23年6⽉末 23年9⽉末 23年12⽉末 24年3⽉末 24年6⽉末 24年9⽉末 24年12⽉末

単位︓億円増減24年12⽉末24年3⽉末
4425,8615,419流動資産

831,7451,661現預⾦
2652,3442,080棚卸資産
663,6093,542⾮流動資産

1042,3842,280負債合計
066有利⼦負債

4047,0846,680株主資本
5089,4698,961総資産

増減24年12⽉末24年3⽉末
831,7391,655ネット・キャッシュ

0.374.8%74.5%株主資本⽐率
--5.0%ROE

2024年9⽉末と⽐較して、棚卸資産は円安の影響もあり増加したものの、
棚卸資産回転⽉数については、緩やかに減少しました。
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設備投資・減価償却費/研究開発費

設備投資内訳 研究開発費内訳

単位︓億円

438
474

535

347
383

430

22年度
実績

23年度
実績

24年度
予想

設備投資
減価償却費 454 479 502

22年度
実績

23年度
実績

24年度
予想

設備投資・減価償却費 研究開発費

*産業⽤領域は、マシナリー事業、ドミノ事業、ニッセイ事業の内訳を合算したものです。

24年度
予想23年度22年度

147134123産業⽤領域
355346331⺠⽣⽤領域他
502479454計

24年度
予想23年度22年度

10410082産業⽤領域
431375356⺠⽣⽤領域他
535474438計

2024年度の設備投資、減価償却費、研究開発費については、前回予想から変更はありません。

18
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セグメント業績概要

※セグメントごとの年間予想の数値には、億円未満を含んでおります。
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ラベリング
＜事業セグメント利益＞＜売上収益＞

通信・プリンティング機器

20

プリンティング&ソリューションズ事業
売上収益･事業セグメント利益・営業利益

単位︓億円

1,178 1,283

4,486 4,640 4,748

23Q3 24Q3 FY23 FY24
前回
予想

FY24
予想

168 179

664 685 698

23Q3 24Q3 FY23 FY24
前回
予想

FY24
予想

164
216

625 630 652

12.2%

23Q3

14.8%

24Q3

12.1%

FY23

11.8%

FY24
前回
予想

12.0%

FY24
予想

利益率

産業⽤

⺠⽣⽤

為替影響
除く増減率

対前年
増減率FY24予想FY24

前回予想FY23為替影響
除く増減率増減率24Q323Q3

3.6%5.8%5,4465,3265,1498.2%8.6%1,4621,346売上収益
3.8%5.8%4,7484,6404,4868.7%8.9%1,2831,178通信・プリンティング機器
6.1%5.4%1,8351,7801,74212.1%8.8%463426⽶州
1.2%5.3%1,5251,4941,4498.0%10.4%437396欧州
3.8%8.2%93792586611.3%14.5%254222アジア他
2.9%5.0%450442429-4.6%-4.5%128134⽇本（OEMを含む）
2.4%5.2%6986856645.4%6.3%179168ラベリング
3.6%5.2%3193093048.1%7.4%7873⽶州
1.7%5.8%2202182083.5%6.0%5855欧州
0.2%4.5%1091081043.2%6.1%3029アジア他

-3.5%505148-2.2%1312⽇本

-4.3%652630625-31.7%216164事業セグメント利益
-5.7%645613610-26.4%214170営業利益

P&S事業の第3四半期の売上収益は 1,462 億円。
現地通貨ベースでの伸び率は、プラス8.2%となりました。

・通信・プリンティング機器
売上収益は 1,283 億円。現地通貨ベースでの伸び率は、プラス8.7％となりました。
製品本体・消耗品ともに販売が堅調に推移したことに加え、為替のプラス影響もあり、増収となりました。
詳細は次のページでご説明します。

・ラベリング
売上収益は 179 億円。現地通貨ベースでの伸び率は、プラス5.4％となりました。
製品本体・消耗品ともに販売が堅調に推移したことに加え、為替のプラス影響もあり、増収となりました。

事業セグメント利益は、 216億円。
販管費・販促費が増加したものの、
増収効果や、通信・プリンティング機器の消耗品の価格対応効果などにより、増益となりました。
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プリンティング&ソリューションズ事業
主要製品別売上伸び率・構成⽐

23通期22通期24Q424Q324Q224Q123Q423Q323Q223Q122Q422Q322Q222Q1

レーザー (LBP)

売上伸び率（円ベース/前年⽐）
-8%41%--1%2%-5%-1%-13%-17%4%36%42%45%41%本体

11%3%-14%14%11%18%11%15%3%4%0%-8%18%消耗品

売上伸び率（現地通貨ベース/前年⽐）
-13%23%-0%2%-12%-9%-16%-21%-1%23%21%23%25%本体

4%-8%-12%12%0%7%5%7%-3%-6%-13%-20%7%消耗品

インクジェット (IJP)

売上伸び率（円ベース/前年⽐）
0%33%-17%12%18%-1%-5%3%5%39%46%32%18%本体

8%9%-11%6%-1%5%0%16%15%13%8%-2%19%消耗品

売上伸び率（現地通貨ベース/前年⽐）
-4%20%-18%14%10%-7%-8%-2%2%27%30%16%8%本体

2%0%-10%4%-9%-3%-4%9%9%4%-2%-12%11%消耗品

54%51%-56%55%55%56%54%53%54%53%49%47%53%消耗品⽐率

販売台数伸び率（前年⽐）

-9%8%--6％-2%-13%-6%-8%-21%-1%8%3%9%14%レーザー (LBP)

-2%26%-17％14%13%-8%-3%0%4%43%42%16%8%インクジェット (IJP)

第3四半期における主要製品の売上伸び率についてです。（現地通貨ベース/前年同期⽐）

レーザー（LBP）の売上伸び率は、本体は 0％、消耗品はプラス 12％、
インクジェット（IJP）の売上伸び率は、本体は プラス 18％、消耗品はプラス 10％ となりました。

[製品本体]
レーザーについては、モノクロレーザーは市場縮⼩の影響を受けたものの、
カラーレーザーは各地域で堅調に推移し、全体では前年同期並みの推移となりました。

インクジェットについては、国内は軟調に推移したものの、それ以外の地域では販売が好調に推移しました。

[消耗品]
⽶州における価格対応の効果に加え、欧州における値上げ前の駆け込み需要もあり、
レーザー・インクジェットともに堅調に推移しました。
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マシナリー事業
売上収益･事業セグメント利益・営業利益

単位︓億円

⼯業⽤ミシン
＜事業セグメント利益＞＜売上収益＞

産業機器

98 114

431
505 471

23Q3 24Q3 FY23 FY24
前回
予想

FY24
予想

89 92

343
395 389

23Q3 24Q3 FY23 FY24
前回
予想

FY24
予想

7

22

34

13

3.6%

23Q3

0.0%

24Q3

2.9%

FY23

3.8%

FY24
前回
予想

1.5%

FY24
予想

0

利益率

産業⽤

為替影響
除く増減率

対前年
増減率FY24予想FY24

前回予想FY23為替影響
除く増減率増減率24Q323Q3

8.4%11.1%8609007748.6%10.2%206187売上収益
8.1%9.3%47150543115.4%16.7%11498産業機器

--5.8%343836--14.4%78⽶州
--18.0%262532--0.6%77欧州
-28.9%314329244-42.6%7955アジア他
--19.0%97112119--21.8%2127⽇本

8.9%13.4%3893953431.1%3.1%9289⼯業⽤ミシン
-1.1%1.9%117120114-13.6%-13.3%2933⽶州
-9.0%-5.3%707574-18.1%-16.4%1518欧州
31.7%38.5%18618213430.2%34.5%4433アジア他

--20.2%161820--24.1%45⽇本

--42.1%133422--99.8%07事業セグメント利益
--46.4%123223--53.1%36営業利益

マシナリー事業の第3四半期の売上収益は 206 億円。
現地通貨ベースでの伸び率は、プラス 8.6％となりました。

・産業機器
売上収益は、 114 億円。現地通貨ベースでの伸び率は、プラス 15.4％となりました。
中国・アジアを中⼼に、⾃動⾞・⼀般機械市場向けの設備投資需要が緩やかに回復したことにより、増収となりました。

・⼯業⽤ミシン
売上収益は、 92 億円、現地通貨ベースでの伸び率は、プラス 1.1％となりました。
⼯業⽤ミシンについては、アジアにおけるアパレル向け設備投資需要の回復を受け、販売が堅調に推移しました。
ガーメントプリンターについては、主に欧⽶において競争環境が厳しくなっていることにより、販売が減少しました。
為替のプラス影響も加わり、⼯業⽤ミシン全体では増収となりました。

事業セグメント利益は、 0 億円 となりました。
増収となったものの、販管費の増加やミックスの悪化などにより、⼤幅な減益となりました。
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マシナリー事業（産業機器）
受注額の推移

※出所:（⼀社）⽇本⼯作機械⼯業会 ⼯作機械主要統計より※国内・海外の製品本体の受注額合計
海外受注額は各四半期の為替レートにて円換算

単位︓億円
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180

22Q3 22Q4 23Q1 23Q2 23Q3 23Q4 24Q1 24Q2 24Q3

受注額 売上収益

0

500

1,000

1,500

2,000

22Q322Q423Q123Q223Q323Q424Q124Q224Q3

内需
中国を除く外需

中国

受注額・売上収益の推移 （参考）⽇⼯会受注統計

四半期ごとの売上収益と受注額です。
受注額は、国内受注と海外受注を合わせた製品本体受注の合計額です。

受注⽔準については、スポット受注を獲得したこともあり増加しました。
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ドミノ事業
売上収益･事業セグメント利益・営業利益

＜事業セグメント利益＞＜売上収益＞

単位︓億円

266 291

1,096
1,160 1,174

23Q3 24Q3 FY23 FY24
前回予想

FY24
予想

7 7

51
47 47

2.6%

23Q3
2.5%

24Q3

4.6%

FY23

4.1%

FY24
前回予想

4.0%

FY24
予想

利益率

産業⽤

為替影響
除く増減率

対前年
増減率FY24予想FY24

前回予想FY23為替影響
除く増減率増減率24Q323Q3

2.4%7.0%1,1741,1601,0965.9%9.6%291266売上収益
6.5%9.6%3082982816.3%7.8%7872⽶州
0.9%8.2%5075064691.5%10.4%122111欧州

-0.4%2.2%31731431010.5%9.2%8174アジア他
-14.2%414136-17.2%109⽇本

--6.9%474751-6.8%77事業セグメント利益
--4141-241-270.9%82営業利益

ドミノ事業の第3四半期の売上収益は 291 億円。
現地通貨ベースでの伸び率は、プラス 5.9％となりました。

製品本体は、欧州における設備投資需要に回復の兆しがあるものの、全体では引き続き軟調に推移し、
前年同期並みとなった⼀⽅、消耗品は各地域で堅調に推移しました。
全体では、為替のプラス影響も加わり、増収となりました。

事業セグメント利益は、 7 億円。
増収となったものの、⼈件費や基幹業務システムの刷新費⽤などの販管費が増加したことにより、
前年同期並みとなりました。
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ニッセイ事業
売上収益･事業セグメント利益・営業利益

単位︓億円

＜事業セグメント利益＞＜売上収益＞

53 50

208 209 202

23Q3 24Q3 FY23 FY24
前回予想

FY24
予想

4

2

10

6

3
6.8%

23Q3

3.2%

24Q3

4.9%

FY23

2.9%

FY24
前回予想

1.3%

FY24
予想

利益率

産業⽤

為替影響
除く増減率

対前年
増減率FY24予想FY24

前回予想FY23為替影響
除く増減率増減率24Q323Q3

-4.1%-3.2%202209208-6.8%-6.5%5053売上収益
-10.0%-6.0%313033-13.2%-11.2%78⽶州

---------欧州
-14.7%-12.8%303435-25.0%-24.9%79アジア他

--0.1%141144141--1.1%3737⽇本

--73.5%3610--55.9%24事業セグメント利益
--72.8%3610--53.1%24営業利益

ニッセイ事業の第3四半期の売上収益は 50 億円。
現地通貨ベースでの伸び率は、マイナス6.8％となりました。

設備投資需要の低迷により、減速機・⻭⾞ともに販売が低調に推移し、減収となりました。

事業セグメント利益は、 2 億円。
減収により、減益となりました。
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パーソナル&ホーム事業
売上収益･事業セグメント利益・営業利益

単位︓億円

＜事業セグメント利益＞＜売上収益＞

141
175

505
560 571

23Q3 24Q3 FY23 FY24
前回予想

FY24
予想

18

28 25

56 57

12.5%

23Q3

15.9%

24Q3

5.0%

FY23

10.0%

FY24
前回予想

10.0%

FY24
予想

利益率

⺠⽣⽤

為替影響
除く増減率

対前年
増減率FY24予想FY24

前回予想FY23為替影響
除く増減率増減率24Q323Q3

10.9%13.1%57156050522.9%24.1%175141売上収益
14.0%15.0%34533930033.6%33.9%10679⽶州
6.3%10.6%13913512611.1%13.4%4641欧州
7.4%11.9%5756516.5%9.6%1614アジア他

-5.8%293028-4.3%77⽇本

-126.5%575625-57.3%2818事業セグメント利益
-130.0%575625-67.5%2917営業利益

P&H事業の第3四半期の売上収益は 175 億円、
現地通貨ベースの伸び率は、プラス 22.9％となりました。

インフレや⾦利⾼などの影響は引き続き⾒られるものの、中級機・普及機の堅調な販売や、
欧⽶で⾼級機の新製品の販売を開始したことなどにより、増収となりました。

事業セグメント利益は、 28 億円。
増収効果に加え、製品ミックスの改善もあり、増益となりました。
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ネットワーク&コンテンツ事業
売上収益･事業セグメント利益・営業利益

単位︓億円

＜事業セグメント利益＞＜売上収益＞

104 97

381 388 388

23Q3 24Q3 FY23 FY24
前回予想

FY24
予想

6 5

16

20 20

5.9%

23Q3

5.3%

24Q3

4.3%

FY23

5.2%

FY24
前回予想

5.2%

FY24
予想

利益率

⺠⽣⽤

対前年
増減率FY24予想FY24

前回予想FY23増減率24Q323Q3

1.8%388388381-6.7%97104売上収益

23.2%202016-16.7%56事業セグメント利益

26.5%212117-13.5%56営業利益

N&C事業の第3四半期の売上収益は 97 億円。前年同期⽐ マイナス 6.7%となりました。

カラオケ機器の販売が軟調に推移したことなどにより、減収となりました。

事業セグメント利益は、5 億円。
減収影響に加え、⼈件費を中⼼とした販管費の増加などにより、減益となりました。
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お知らせ

資料公開

新中期戦略 発表のお知らせ

3⽉3⽇（⽉）11:00
TDネット および 当社ホームページにて

28

今年度が現在の中期戦略「CS B2024」の最終年度にあたります。

これを受け、2025年度よりスタートする新中期戦略の発表を3⽉3⽇に⾏います。
資料公開は11:00を予定しております。
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今後も引き続き、ご⽀援をよろしくお願いいたします。
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分野（主な製品・サービス群）事業ビジネス領域

ニッセイ

マシナリー・FA
領域

産
業
⽤
領
域

産業機器
ঐ
३
ॼ
জ
␗

⼯業⽤
ミシン⼯業⽤

ミシン ガーメント
プリンター

産業⽤印刷
領域 ドミノ

業務⽤
ラベリング

ラベリングP&S
（プリン
ティング&
ソリューショ

ンズ）

汎⽤
ラベリングプリンティング

領域⺠
⽣
⽤
領
域

通信・プリンティング

P&H
（パーソナル&ホーム）ホーム・

カルチャー
領域 N&C

（ネットワーク&コンテンツ）

【参考】ブラザーの事業領域

⼯作機械 ⼯業⽤ミシン減速機

⻭⾞

ガーメントプリンター コーディング・
マーキング機器 デジタル印刷機

プリンター 複合機
業務⽤ラベル

プリンター モバイルプリンター

家庭⽤ミシン カッティングマシン 通信カラオケ機器

ラベルライター
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